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令和 5 年活動報告書

き　　　　　 　　 ふう　　　　　　　 　かい  

【役職・資格等】・稲城市議会議員 ( 現職男性議員最年少 )・福祉文教委員会委員

長・稲城府中墓苑組合議会副議長・稲城青年会議所第 41 代理事長 ( わんぱく相

撲行司 /かえっこバザール ｵｰｸｼｮﾆｱ )・稲城市消防団第六分団分団長・稲城市バ

ドミントン連盟男子代表選手・稲城まちかど楽友協会理事・稲城楽しく第九を

歌う演奏会実行委員長・共生型こども食堂クッチィナいなぎ理事・自転車のま

ち稲城共同代表・平尾宅地分譲住宅自治会事務局長・平尾杉山神社奉賛会理事・

林英臣政経塾塾士 ( 第九期 )・日本防災士機構認定防災士・日本赤十字救急法救

急員・関東総合通信局陸上特殊無線技士、経済産業省情報処理技術者 (ITp)、他

地域活動で汗をかき、現場から地域を変える「現場主義」＋ 実現可能な解決策を提案し、実行に奔走する「現実主義」

昭和 57 年山形県生まれ。平尾はなぶさ幼稚園～
法政大卒→現㈱リクルート正社員入社、住宅情報
『SUUMO』プロジェクト制作担当。現職唯一、総務・
福祉文教・建設環境と３常任委員会の委員長全て
を歴任。妻子（娘３人）と親世帯の６人暮らし。

【役職・資格等】・稲城市議会議員（３期）・同 総務委員会委員・稲城市

土地開発公社 評議員・稲城市消防団第八分団 班長・青少年育成若葉台

地区委員会 顧問・若葉台夏祭り実行委員・若葉台防災協議会 事務局・

若葉台ワルツの杜自主防災組織 本部長・若葉台ワルツの杜 防火管理者・

若葉台ワルツの杜自治会 副会長・日本防災士機構 認定防災士、他

◆議員番号６番、　鈴木 誠　すずきまこと（40 歳）◆ 議 員 番 号 ５ 番、　 中 田 中　 な か た あ た る（ 53 歳 ）

　

政
治
の
役
目
一
丁
目
一
番
地

は
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

初
当
選
時
か
ら
３
期　

年
、

全　

回
の
議
会
一
般
質
問
に
於

い
て
一
貫
し
て
防
災
並
び
に
防

犯
に
つ
い
て
質
疑
し
、
特
に
東

京
都
内
唯
一(

島
嶼
部
除
く)

、

『
単
独
消
防
の
ま
ち
稲
城
』
の

防
災
力
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

結
果
、
上
平
尾
消
防
出
張
所

が
開
設
さ
れ
て
市
南
部
を
中
心

と
し
た
救
急
到
着
時
間
が
大
幅

に
改
善
。
各
種
資
機
材
の
充
実

は
勿
論
、
特
に
東
日
本
大
震
災

久々の先進自治体視察。
質問にも熱が入ります！

都立科学技術大（現 都立大）卒→日本 HP、日本
IBM。第 2 子誕生を機に自然・教育環境の充実した
稲城市に惚れ込み転居。若葉台ワルツの杜在住。平
成 20 年に稲城市教育委員、平成 23 年に稲城市議会
議員初当選、現在 3 期目。昭和 44 年 6 月生まれ B
型。ICT 活用の推進、地域の防災力の強化、にぎわ
い創出による地域活性化を自ら実践しつつ提案中！

に
て
皆
が
経
験
し
た
ガ
ソ
リ
ン

不
足
を
補
え
る
貯
蔵
タ
ン
ク
増

設
や
、　

年
で　

件
を
も
超
え

る
市
内
外
企
業
と
の
災
害
協

定
締
結
等
、「
東
京
消
防
庁
に

加
入
し
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
は
無

い
」
と
断
言
出
来
る
状
況
に
。

　

そ
し
て
、
稲
城
の
人
口
増
加

を
支
え
る
組
合
施
行
３
箇
所
、

市
施
行
４
箇
所
の
土
地
区
画
整

理
事
業
が
完
遂
出
来
る
よ
う
に

推
進
し
、
上
平
尾
は
完
結
、
小

田
良
も
終
了
間
近
で
す
が
鶴
川

街
道
に
未
接
道
で
あ
る
た
め
、

坂
浜
西
・
於
部
屋
地
区
の
面
的

整
備
を
推
進
し
て
い
く
所
存
。

　

南
山
東
部
で
は
信
号
や
街
灯

の
設
置
、
バ
ス
路
線
開
通
、
子

供
が
遊
べ
る
公
園
の
早
急
な
整

備
等
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
昨

今
の
資
材
費
・
人
件
費
高
騰
を

ど
う
乗
り
切
る
か
、
官
民
一
体

で
の
取
り
組
み
が
必
須
で
す
。

　

ま
た
、
お
気
付
き
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
先
般
３
月

に
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
音
が
『
稲

城
市
歌
』
へ
替
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
議
会
で
市
歌

作
り
を
提
言
し
、
そ
の
後
令
和

２
年　

月
、
市
制　

周
年
に
併

せ
制
定
。
昨
年
９
月
議
会
で

市
議
会
議
員
３
期
目
最
終
年
度

の
令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

中
で
し
た
が
普
段
の
活
動
が

徐
々
に
復
活
し
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
役
職
を
持
て
な
い

少
数
会
派
に
と
っ
て
は
、
ま
だ

ま
だ
声
が
か
か
る
イ
ベ
ン
ト
も

ほ
と
ん
ど
無
く
、
市
議
会
で
の

活
動
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
令
和
４

年
第
２
回
定
例
会
で
は
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
関
す
る

市
の
取
組
み
」
と
「
地
域
行
事

お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

■稲城市議会会議録の検索と閲覧　http://www.city.inagi.tokyo.dbsr.jp/index.php/　　■稲城市議会映像検索システム　http://www.inagi-city.stream.jfit.co.jp/

コ
ロ
ナ
禍
も
、

や
る
べ
き
こ
と
を
淡
々
と

　

翌
７
月
に
は
総
務
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
「
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
善
」
に
お
け
る
先

進
自
治
体
調
査
の
た
め
、港
区
・

清
瀬
市
を
視
察
。
９
月
の
第
３

回
定
例
会
で
は
「
震
災
に
お
け

る
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
・
地
域
防

災
」
と
「
令
和
２
年
度
稲
城
市

財
政
白
書
」
に
つ
い
て
、　

月

の
第
４
回
定
例
会
で
は
「
ア
ダ

プ
ト
制
度
」
と
「
小
中
学
校
で

い
じ
め
が
発
生
し
た
時
の
対

応
」
と
「
一
時
預
か
り
保
育
の

対
象
年
齢
」
と
「
災
害
用
炊
飯

袋
」
に
つ
い
て
質
問
。

　

本
年
３
月
の
令
和
５
年
第
１

回
定
例
会
で
は
「
稲
城
市
の
地

域
経
済
循
環
分
析
」
と
「
稲
城

市
の
少
子
高
齢
化
の
状
況
」
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
さ

ら
に
予
算
特
別
委
員
会
で
総
括

質
問
お
よ
び
総
務
分
科
会
で
の

質
疑
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
共
に
地
域
の
活
動
も

徐
々
に
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

議
員
活
動
に
は
派
手
さ
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
と
し
て

は
「
今
や
る
べ
き
こ
と
・
や
れ

る
こ
と
」
に
集
中
で
き
た
充
実

し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
（
消

防
団
、
わ
か
ば
の
マ
ル
シ
ェ
、

自
主
防
災
組
織
の
安
否
確
認
マ

ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
・
防
災
訓
練

再
開
、
管
理
組
合
業
務
へ
の
シ

ス
テ
ム
導
入
な
ど
）。

中

起風会

www.ataru-nakata.com www.inagi.info

桃
栗
三
年
柿
八
年
、

提
案
十
二
年
の
収
穫

チ
ャ
イ
ム
へ
の
採
用
を
提
案

し
、今
回
変
更
に
至
り
ま
し
た
。

　

世
代
循
環
の
ま
ち
へ
、故
郷
・

稲
城
を
想
起
す
る
一
助
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

誠

お

へ

や

市内催事も徐々に復活！
令和５年度は楽しもう♪

人々が選ぶまち稲城を目指し、完全無所属の元会社員
２人が結成した『起風会』。３期目の任期も満了です。
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髙橋市長と共に『稲城カ
レーパーク 2022』にて。

12

市内外の学校にて政治・
歴史の講師をしています。



　

一
般
質
問
等
も
含
め
多
く
の

新
規
施
策
の
実
現
は
勿
論
、
勇

気
を
も
っ
て
「
や
め
る
べ
き
施

策
は
や
め
る
」
こ
と
に
も
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

鈴
木
：
３
期
目
と
も
な
る
と
市

議
会
の
中
で
は
中
堅
ど
こ
ろ
。

　

成
果
は
勿
論
で
す
が
反
省
点

も
多
々
あ
り
ま
す
。
中
で
も
一

番
残
念
だ
っ
た
の
は
会
派
拡
大

が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

自
分
た
ち
が
市
井
の
中
で
活

動
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
を
市
行
政
側
に
対
す

育
の
小
・
中
学
校
連
携
、
稲
城
市
庁

舎
の
災
害
対
策
、
地
震
自
動
解
錠

ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
の
平
準
化
等
は

Ｉ
Ｔ
・
防
災
の
プ
ロ
目
線
で
提
言
。

鈴
木
：
先
ほ
ど
少
子
化
不
可
避
と
言

い
ま
し
た
が
、
小
田
良
や
上
平
尾
、

南
山
中
心
に
子
育
て
世
代
の
流
入
増

で
、稲
城
市
の
人
口
は
着
実
に
増
加
。

　

一
方
、
平
尾
団
地
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
を
中
心
に
高
齢
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

行
動
自
粛
、
核
家
族
・
共
稼
ぎ
世
帯

の
増
加
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
全
盛
に
よ
る
リ
ア

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
等
、

問
題
山
積
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

い
か
に
時
代
に
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
、
存

続
し
て
い
く
か
が
、
地
域
の
喫
緊
の

は
『
異
次
元
の
少
子
化
対
策
』

で
す
。
こ
れ
ま
で
「
子
育
て
の

責
任
は
全
て
親
に
あ
る
」
と

い
っ
た
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
子
育

て
支
援
の
在
り
方
が
変
わ
り
始

め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
子
育

て
適
齢
期
を
過
ぎ
、
日
本
の
少

子
化
は
不
可
避
。
し
か
し
、
年

金
・
健
康
保
険
と
い
っ
た
社
会

保
障
制
度
の
破
綻
を
少
し
で
も

抑
え
る
た
め
に
出
来
る
こ
と
は

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
地
方
自
治
体
の
完
全
無
所

属
議
員
と
し
て
、
目
の
前
に
あ

る
「
今
、
稲
城
市
と
し
て
出
来

る
こ
と
・
や
る
べ
き
こ
と
」
を

主
眼
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

て
『
子
育
て
支
援
』
を
テ
ー
マ

に
こ
の
２
年
間
取
り
組
ん
だ
身

と
し
て
最
近
注
目
し
て
い
る
の

―
大
半
が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

任
期
を
振
り
返
っ
て
如
何
か
―

中
田
：
私
た
ち
起
風
会
２
人

は
、
自
ら
が
活
動
の
担
い
手
と

し
て
地
域
に
関
わ
る
「
現
場
主

義
」
と
、
思
想
信
条
に
と
ら
わ

れ
ず
現
実
的
な
解
決
策
を
提
案

す
る「
現
実
主
義
」を
モ
ッ
ト
ー

に
任
期
を
全
力
疾
走
し
た
と
い

う
強
い
自
負
が
あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
継
続
し
つ
つ
、
お
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
コ
ロ
ナ
前

の
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
て
き

た1

年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
我
が
国
の
隣
国
・
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も

２
年
目
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
台

湾
統
一
等
、
地
政
学
的
ハ
イ
リ

ス
ク
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
安
倍
元
首
相
の
銃

撃
…
。
こ
れ
は
宗
教
問
題
で
は

な
く
テ
ロ
事
件
で
す
が
、
武
力

で
自
己
保
身
や
要
望
実
現
を
図

る
行
為
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
が
ら
、
い
く
ら
対
話

や
法
律
で
解
決
目
指
せ
ど
、
分

か
り
合
え
な
い
他
者
・
他
国
に

は
通
じ
な
い
こ
と
が
白
日
の
下

に
曝
さ
れ
た
近
年
で
し
た
ね
。

―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
等
、
市
政

に
影
響
を
与
え
る
出
来
事
は
―

中
田
：
同
危
機
に
端
を
発
す
る

世
界
的
な
輸
入
物
価
上
昇
と
、

円
安
を
背
景
に
し
た
物
価
上
昇

は
当
然
に
稲
城
市
民
の
生
活
も

直
撃
。
今
後
は
脱
炭
素
や
原
発

再
稼
働
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
の
転
換
、
企
業
が
適
切
に

大
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
福
祉
文
教
委
員
長
と
し

る
議
員
活
動
に
活
か
す
こ
と
。

党
略
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
長
い
モ

ノ
に
巻
か
れ
ず
、
地
に
足
着
け

た
手
法
に
共
感
し
て
く
れ
る
同

志
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、
と
。

中
田
：
令
和
４
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
猛
威
は
継
続
し
ま

し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
を

価
格
転
嫁
を
行
う
こ
と
に
よ
る

賃
上
げ
、
更
に
国
内
需
要
の
拡

起
風
会
に
聞
く

つ
い
に
感
染
症
分
類
も
５
類
に
変
更

『
脱
・
コ
ロ
ナ
』
の
令
和
５
年
と
は
？

«
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：
守
屋
亮»

中田 中 HP
ataru-nakata.com

鈴木 誠 HP
inagi.info

―
令
和
５
年
度
予
算
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
―

中
田
：
第
五
次
稲
城
市
長
期
総

合
計
画
も
３
年
目
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
様
々
な
事
業
が
本
格
的

に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
健
全
財
政
の
維
持
、
策
定

す
る
計
画
内
容
の
確
認
、
デ
ジ

タ
ル
・
防
災
・
地
域
活
動
な
ど

の
分
野
で
”
鋭
い
”
質
問
を
す

る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た

　

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
意

識
す
る
こ
と
で
、
批
判
や
一
方

的
な
要
望
だ
け
に
終
始
す
る
の

で
は
な
く
、
実
の
あ
る
議
論
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
稲
城
駅
・
京
王
よ
み
う

り
ラ
ン
ド
駅
の
駅
前
広
場
見
直

し
に
併
せ
た
市
内
バ
ス
交
通
網

整
理
、
学
童
待
機
児
童
対
策
も

兼
ね
た
放
課
後
子
ど
も
教
室

で
の
お
や
つ
提
供
、
子
ど
も

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
委
託
先

を
市
外
か
ら
市
内
の
サ
レ
ジ
オ

施
設
に
変
更
、
私
が
長
年
提
案

し
て
来
た
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
多
く
の
子
供

が
居
る
の
に
ボ
ー
ル
遊
び
が
出

来
る
広
場
が
無
い
南
山
の
公
園

整
備
等
を
重
点
的
に
質
疑
。

中
田
：
基
盤
整
備
を
着
実
に
進

め
る
た
め
の
財
源
確
保
や
、
基

盤
整
備
の
進
捗
に
伴
う
個
人
市

民
税
と
固
定
資
産
税
の
増
に
よ

る
投
資
回
収
、
普
通
交
付
税
の

見
通
し
、
普
通
交
付
税
及
び
臨

時
財
政
対
策
債
減
の
影
響
、
交

付
税
交
付
団
体
で
あ
り
続
け
る

こ
と
、
隠
れ
人
件
費
と
言
わ
れ

る
物
件
費
等
も
精
査
し
、
ま
た

今
後
の
市
政
の
方
向
性
を
決
め

る
稲
城
市
こ
ど
も
計
画
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
計

画
、
障
害
福
祉
計
画
、
平
尾
団

地
再
生
基
本
構
想
図
、
ま
ち
づ

く
り
条
例
策
定
方
針
、
第
四
次

教
育
振
興
基
本
計
画
、
市
立
学

校
適
正
学
区
等
検
討
委
員
会
に

つ
い
て
、
懸
念
・
検
討
事
項
に

つ
い
て
確
認
し
、
や
り
方
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鈴
木
：
い
ま
中
田
さ
ん
の
話
に

あ
っ
た
『
稲
城
市
ま
ち
づ
く
り

条
例
』
に
つ
い
て
は
今
か
ら
約

８
年
前
、
平
成　

年
６
月　

日

の
建
設
環
境
委
員
会
に
て
私
が

初
提
案
し
た
案
件
。
本
格
的
な

検
討
開
始
に
感
無
量
で
す
。

中
田
：
他
に
は
、
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
外
機

能
へ
の
対
応
、
電
算
管
理
費
の

内
訳
、
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

結成から今年で 3期 12 年目のタッグ。変わらぬ信
念と協調関係は良いことだと捉えていますが、ずっ
と二人ぼっち…というのも大きな課題です（苦笑）

テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
構
成
や
デ
ー

タ
共
有
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

課
題
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

―
課
題
に
対
す
る
打
ち
手
は
何
か
―

中
田
：
来
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
５

類
へ
移
行
。
行
動
制
限
の
無
い
卒
業

式
・
入
学
式
、
花
見
の
季
節
、
世
の

中
は
脱
コ
ロ
ナ
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
並
行
し
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
は
行
政
だ
け
で

な
く
議
会
と
地
域
の
全
員
が
主
体
性

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

鈴
木
：
そ
の
通
り
。
様
々
な
活
動
が

再
開
さ
れ
る
中
、
過
去
の
伝
統
を
活

か
し
、
次
世
代
に
も
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
べ
く
、
若
い
世
代
・
新
し
い

参
加
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
全
体

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
地
方
政
治
を
こ

れ
か
ら
も
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

起風会からの提案に適切に取り組んでいただくこと、地域
の声に耳を傾けていただくことをお願いして賛成討論に立
ちました。尚、予算案に対する反対は日本共産党のみ。

高齢化社会は現時点でピークになりつつあり、今後は人口
減少社会に突入。国策としての少子化対策と共に、稲城っ
子が稲城に戻る『世代循環』の考えが重要であると提唱。
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